
平成18年度 平成19年度

新しい計画へ

平成17年度平成16年度

神奈川県は、日本を代表する国際貿易港である横浜港や、産

業技術が集積する川崎等を擁する一方、箱根、丹沢や湘南海

岸などの多様な自然や、古都鎌倉に代表される特異な歴史、

文化を有しています。そして、これら産業や観光などの幅広

い活動が、道路交通に依存しています。

しかしながら、県内の道路の現状をみると、主要な交差点を

中心に慢性的な交通渋滞が発生し、輸送効率や移動の快適性

が低下しているとともに、多発する交通事故や環境負荷の増

大といった問題が顕在化しています。

さらに、これからの道路行政においては、歩行者、自転車等の

視点からみた施策・事業の展開も重要となっています。

道路事業の必要性や妥当性を数値による成果指標を用いて

わかりやすく説明するとともに、 その結果をあわせて公表

し、今後の施策・事業に反映していく、道路行政マネージメン

トシステムを推進しています。

神奈川県道路協議会*　は、道路行政マネジメントシステムの

一環として、事業の達成度を評価する達成度報告書、その結

果や反省を踏まえ新たな計画を立案する業績計画書を平成

16年度より策定しています。本書は平成19年度の達成度評価

と、平成16年度からの取り組んできた事業を示しています。

はじめに

神奈川県の道路を取りまく現状

成果志向の展開

平成19年度達成度報告書

県民と行政との

パートナーシップ

の確立

*神奈川県道路協議会：  神奈川県、横浜市、川崎市、国土交通省、東日本高速道路株式会社、
　　　　　　　　　　　中日本高速道路株式会社、首都高速道路株式会社
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k a n a g a w aa g a w a

県 央 エ リ ア

箱 根 エ リ ア

横 浜 ・ 川 崎 エ リ ア

湘 南 エ リ ア

三 浦 半 島 エ リ ア

平成19年度
対策実施予定箇所
平成20年度以降
対策実施予定箇所

凡　例

整備前

整備後

国道 246 号
江田駅東交差点

心にゆとりスムーズ道路 指標1-1　渋滞箇所数

指標 1-2　渋滞損失時間

都市部の中心に著しい渋滞が発生 右折レーン延長により渋滞緩和！

渋滞箇所数は1箇所減、
渋滞損失時間は14百万人時間/年減少！

平成19年度のみちづくり

渋滞解消に向け、道路ネットワークの整備や交差

点改良などをおこなっていますが、県内の幹線道

路では、平日は横浜、川崎など都市部に58箇所、休

日は箱根など観光地に10箇所の渋滞箇所が存在し

ています。

円滑な道路交通をめざし、主要渋滞ポイントの解

消・緩和が課題となっています。

渋滞箇所は県内で68箇所存在し、

円滑な道路交通を阻害

県東部で渋滞による時間損失が多く、特に国道1号や国道16号、

国道246号といった幹線道路において顕著に見られます。

　

横浜市、川崎市を含む県東部に渋滞が集中

1kmあたり渋滞損失時時間（平成19年度）
資料：プローブ旅行速度調査（平成19年度）

平成19年度末時点の渋滞箇所
資料：神奈川県道路協議会資料

資料：神奈川県道路協議会資料

 成果指標 H18年度現況値 H19年度目標値 H19年度実績値

 1-1　渋滞箇所数 69カ所 68カ所 68カ所

 (H15年度現況値:72カ所）　  【1カ所削減】 【1カ所削減】

 1-2　渋滞損失時間 166百万人時間/年 165百万人時間/年 152百万人時間/年

(H15年度現況値:160百万人時間/年）　  【0.7百万人時間/年減少】 【14百万人時間/年】

対策箇所の位置

国道 246 号
江田駅東交差点
（横浜市青葉区）

平成19年度の渋滞対策実施箇所

上り線側朝ピーク時（7時〜10時）において、

渋滞長が400ｍ以上減少し、交差点の通過

時間は約3.5分短縮しました。

江田東交差点（上り）において、右折レーン

を60ｍ→190ｍに延長しました

対策の効果

※調査日 【整備前】 H19平日、休日

　　　　 【整備後（3ヵ月後）】 H20平日、休日

　　　　　　　　　　　出典：国土交通省資料

対策内容

平成19年度の達成度評価

ゆとり

 〜100千人時間／年・km

100〜200千人時間／年・km

200〜千人時間／年・km

凡　　例

（時間／年） （%）
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平成16年度からの主なみちづくりと達成度

※平成 18 年度末時点での実績値は 68 箇所であったが、平成 19 年度初めに渋滞箇所の見直しを行った結果、69 箇所になりました。

ＥＴＣ専用レーンの増設で渋滞緩和（東名高速道路　東京料金所　【川崎市宮前区】）

平成15年から渋滞箇所数は、4箇所削減！

渋滞損失時間は、8百万人時間／年削減!

平成18 年度実施事業

東京料金所の全景

平成 15 年度からの渋滞箇所数の推移
資料：神奈川県道路協議会資料

平成 15 年度からの渋滞損失時間の推移
資料：神奈川県道路協議会資料

 成果指標 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度

  - 67 67 68 68

　　  72 71 69 69 68

 　 - 160 158 157 165 

　　 
　

 160 160 157 166 152

平成16年度からの達成度評価

追加した ETC 専用レーン

1-1　渋滞箇所数

　　 
単位：箇所

1-1　渋滞損失時間

　　 　
単位：百万人時間／年

目標値

実績値

目標値

実績値
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■渋滞の約 3割は料金所部で発生

有料道路における渋滞発生状況
出典：東日本、中日本、西日本高速道路株式会社資料

東京料金所の延べ渋滞時間の推移
出典：中日本高速道路株式会社資料

料金所は支払のため

の一時停止により、

高速道路において最

も渋滞しますします。
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※臨界部とは横浜市鶴見区及び神奈川区並びに川崎市川崎区としています。

資料：（財）日本道路交通情報センター（平成 19 年度）

高速道路・有料道路

国道

主要地方道

事業中

計画中

渋滞箇所(矢印は渋滞の向き)

工業団地

凡　　例

平日 休日
1 国道４０９号 上り 川崎市川崎区殿町３付近 330 2 149
2 榎菅沢線 上り 川崎市川崎区教育文化会館付近 137 4 35
3 国道４０９号 上り 川崎市川崎区大師河原付近 174 7 26
4 東京大師横浜線 上り 横浜市鶴見区生麦ランプ入口付近 131 6 21
5 殿町池上線 下り 川崎市川崎区夜光付近 474 23 20

6 扇町川崎停車場線 上り 川崎市川崎区扇町付近 125 8 15

7 東京大師横浜線 上り 川崎市川崎区池上新町付近 387 29 13
8 国道１３２号 下り 川崎市川崎区塩浜付近 567 46 12
9 東京大師横浜線 下り 川崎市川崎区大師河原付近 192 17 12
10 東京大師横浜線 上り 横浜市鶴見区弁天町付近 412 43 10

No. 路線名称 方向 地点名称 渋滞時間（分） 平日/休日
（倍）

69分

101分

0 50 100 150

平日

休日

横 浜 ・ 川 崎 エ リ ア
k a n a g a w a

横 浜 ・ 川 崎 エ リ ア

日本の産業を支える横浜港

横浜港の貿易需要が伸びる

貨物車が効率よく走行できるようにします目標

横浜港の外国貿易量は国内 1 位

外国貿易量は、昨年に続き国内首位です。

エリア指標 H18 現況値 H19 現況値　 概ね 10 年後年後

貨物車渋滞損失コスト 27.4 万円 / 日・km  17.7 万円 / 日・km 約 19 万円 / 日・km

平日は旅行速度が低下

旅行速度は、平日の方が休日より約 4km/h 低く、

25km/h を下回っています。

平日に集中する臨海部の渋滞

臨海部には工業団地が点在していて、平日の渋滞は休日と比べて約 1.5 倍になっています。

効率的な物流を行うためにみちづくりが必要となっています。

【対象路線】横浜・川崎エリアの国道以上の幹線道路

横浜・川崎エリアの平均旅行速度（平日・休日）
資料：道路交通センサス (平成 17 年度 )
　　　プローブ旅行速度調査 (平成 19 年度 )より算出

港湾別開国貿易量
資料：横浜市港湾局統計

貨物車渋滞損失コスト

（円 / 日・km）
道路延長（km）

[ 混雑時の所要時間（時間）-渋滞がない時の所要時間（時間）]×貨物車交通量（台 / 日）×貨物車時間価値（円 / 時間･台）

（渋滞の定義：速度が 10km/h 以下）

休日と平日の渋滞時間比 TOP10

臨海部の平均渋滞時間

本書の使い方

神奈川のみちづくり
成果指標ごとに取り組みをまとめています。

神奈川の個性的なエリアのみちづくり
神奈川県を 5つのエリアに分け、エリアごとの課題をまとめています。

神奈川県を 5つのエリアに区分

むずかしい専門用語などについては、巻末に｢むずかしい言葉の説明」を設けています。

P6

P25

〜

P27

P32

〜

P33

平成19年度の達成度評価

平成19年度の達成度報告書

目標値を意識した事業
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